
未来を見据えた事業

　日本の将来を考える上で、環境・
エネルギーや高齢化社会に関する
問題はもはや避けて通ることができ
ない。けいはんな学研都市では、こ
れらの問題の解決に向けて未来を
見据えた特徴ある事業が展開され
ている。
■けいはんなエコシティ

　～次世代エネルギー・社会シス

テム実証プロジェクト～

　けいはんな学研都市では、｢『エコ』
を都市の『文化』にする」という基
本目標を掲げ、けいはんなエコシ
ティ推進プランに取り組んでいる。
エネルギーの最適運用を地域レベ
ルで実現する「けいはんなモデル」
のスマートコミュニティ構築をめざ
した取り組みはその一環であり、
2010年からは、経済産業省「次世
代エネルギー・社会システム実証
事業」の対象地域の一つに選定さ
れている（全国で４地域選定）。
　実証実験では、けいはんな地域
全体のエネルギーをコントロールす
るため、けいはんなプラザ内にコ
ミュニティエネルギーマネジメント
システム（ＣＥＭＳ）センターを設置
している。地域住民700世帯にス
マートメーターを設置し、電気利用

状況の情報提供を受けるとともに各
家庭の利用状況を分析、省エネに
ついてのアドバイスなどを実施して
いる。
　また、けいはんなプラザには、大
容量のリチウムイオン蓄電池やス
マートメーターなどが導入され、既
存のビル管理システムと連携したエ
ネルギー最適運用の取り組みが進
められている。プラザ内のエリアご
との需要予測や、ＣＥＭＳと連携し
た地域エネルギーの最適運用にも
取り組んでいる。
 

　家庭やビルだけでなくまち全体と
してもエコを追求するため、産学連
携による電気自動車（ＥＶ）の開発も
進められている。地域住民に対して、
国や京都府が用意したエコカーへ
の補助金制度のPR活動を行ったり、
無料で使用できる充電スタンドの拡
充をはかるなど、ＥＶの普及に向け
た取り組みもあわせて進められてい
る。高齢者が安全に運転できるマ
イクロＥＶの開発にも力を入れてお

り、10km圏内の移動を前提とした
１人乗りマイクロＥＶの実用化をめ
ざしている。

■ヘルスケアクラスターの構築

　ヘルスケアクラスターの構築に
向けて進められているのが、産学官
連携による「無意識生体測定＆検
査によるヘルスケアシステムの開
発」である。“けいはんな学研都市
に住めば、健康長寿で幸せになる”
という基本構想のもと、さまざまな
健康支援サービスの展開により地
域全体のトータルヘルスケア(図)を
めざしている。
　「無意識生体測定＆検査によるヘ
ルスケアシステム」とは、センサー
をベッドや浴槽などの機材、運動
着などのウエアに組み込むことによ
り日常生活のなかで生体情報を無
意識・無拘束に収集したり、そうし
て採取した尿や唾液を用いて簡便
なバイオマーカー検査を実施するこ
とで健康に関するさまざまな情報を
取得し、その情報をＩＣＴ(情報通
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信技術)を駆使して病院の医師に送
るといったもの。患者が病院に行か
なくても、医師はその情報から患者
の健康状態を把握することができ、
疾病の早期発見、将来予測や効果
的な健康支援を行うことができる。
　ヘルスケア関連の事業化に向けて
は、けいはんな学研都市に立地する
大学が研究シーズの提供、健康イ
ベントや実証実験の検討などを行い
ながら、企業との連携を深めている。

立地機関による特徴的な研究

■植物工場、ダチョウ抗体プロジェ

クト【京都府立大学】

　京都府立大学精華キャンパス内
にある産学公連携拠点施設は、同大
学附属農場に隣接している。植物工
場やダチョウの卵を使った抗体研究
など、植物・環境・医薬等に係る共
同研究や大学発ベンチャーの育成、
新産業の創出・企業集積に取り組ん
でいる。
　同キャンパスには、国内初の試み
として太陽光発電と燃料電池で必要
な電力をすべて調達できる、次世代

型植物工場も整備されている。この
ように産学協働のもと、環境と農業
を結びつけた新たな産業創出の拠点
づくりが推進され、京都独自の高機
能性野菜の研究開発が行われている。
　ダチョウの卵を使ってウイルス抗
体を量産する研究では、新型インフ
ルエンザに対応できる防御用素材
や、アトピーの症状に効く抗体の
入った基礎化粧品の開発等が行わ
れている。ダチョウの卵を使う方法
は、他の方法と比較して、はやくか
つ大量に抗体を製造することができ
るため、特に医薬品開発の分野での
期待が高まっている。
■200インチ裸眼立体ディスプレイ

　【情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）】

　ＮＩＣＴでは、精華地区に立地す
るユニバーサルコミュニケーション
研究所で情報通信分野に関する高
度な研究を行っている。
　同研究所の超臨場感映像研究室
では、通常は専用の眼鏡を必要とす
る、３Ｄ映像を裸眼で見ることがで
きるフルハイビジョン画質の200イ
ンチディスプレイを世界で初めて開
発した。画面のサイズが非常に大き

いため、実物大の車や人を観察者の
動きに応じて自然に立体視すること
ができ、より臨場感あふれる、迫力
ある映像を体験することができる。
　この200インチ裸眼立体ディスプ
レイは、2013年春にまちびらきする

「うめきた」に設置される予定であり、
けいはんな学研都市とうめきたの連
携による情報発信が期待される。

(産業部 半田佑紀)

・健康状態のチェック
・疾病の早期発見
・疾病などの将来予測
・健康アドバイス

・生活習慣のチェック
運動の質・量／睡眠の質・量
食事内容（カロリー等）／日々の改善努力状況

・各種健康サービス
レストランメニュー推薦／サプリメント推薦  ほか

・医療機関も経過情報として参考に活用
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〈図　けいはんな学研都市がめざすトータルヘルスケア〉

人の立ち位置によって画像が変化する
ディスプレイ　　　(写真提供：ＮＩＣＴ)
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